
現代社会は「ストレス社会」とも呼ばれており、

人々は「癒し」を求めていると言われている。1990

年代からの「癒し」ブームによって「癒し」という

言葉が普及し「癒し」訴求の商品やサービスが展開

されている。その一方で、「癒し」に関する研究は

少なく、生活のシーンにおける事例と商品の対応関

係についての考察はあまりなされていないように考

えられる。

そこで本研究では、人が「癒し」を感じる生活の

シーンの事例を分類・整理し、現存の「癒し」を与

える効果を謳う商品との比較を行うことで、今後の

「癒し」商品の展開の可能性について考察すること

を目的とする。

人が「癒し」を感じるシーンの事例と「癒し」を

与える効果を謳う商品の両者に対し、収集・整理を

行い、「癒し」を与える対象という観点から「疲労

や苦痛が和らぎ、体が回復するもの」、「緊張がほ

ぐれ、気持ちがやすらぐもの」、「気分転換になり、

気持ちがリフレッシュするもの」という3つの分類

と「癒し」を感じるプロセスという観点から「他の

感情を介さず癒しをもたらすもの」「ある感情を想

起させて癒しをもたらすもの」2つの分類を行った。

さらに生活のシーンの事例から25の「癒し」のパ

ターン、商品から22の「癒し」訴求のパターンをま

とめた。それぞれを比較し、対応の有無について確

認し、「癒し」効果を与える新たな商品の可能性に

ついて考察を行うことができた。

今後の課題として、生活のシーンの事例の収集に

おいてインタビューの対象者や収集する商品を増や

すこと、調査対象とする世代を広げること「癒し」

を与えるサービスについての調査を行うことが挙げ

られる。
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「癒し」を感じるシーンの対象による分類の抜粋

「癒し」を与える効果を謳う商品のプロセスによる分類の抜粋

シーンと商品の「癒し」パターンを比較した結果
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